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１．はじめに 

2014 年 11 月 22 日に発生した長野県北部を震源とする

マグニチュード 6.7 の地震(以後，本震もしくは 2014 年

長野県神城断層地震と呼ぶ)では，図-1 に示すように震

源域において強震動が観測された．本震時の強震動の作

用によって白馬村神城地区の堀之内・田頭・三日市場の

集落(図-1 参照)では，住家の倒壊などの深刻な被害が報

告 1)されている．本稿では，本震時における神城地区の

各集落に作用した強震動を臨時余震観測記録および特性

化震源モデルに基づいて推定した結果について報告する． 

２．臨時余震観測記録に基づくサイト増幅特性の評価 

神城地区内の 4 集落において臨時余震観測を実施した．

観測期間は，11 月 24 日～12 月 13 日(飯田・田頭集落)

および 12 月 18～25 日(堀之内・三日市場集落)である．

K-NET 白馬との同時観測記録に基づくスペクトル比を

用いて各集落におけるサイト増幅特性を評価した結果を

図-2 に示す．同様の方法を用いて評価した SK-net 観測点

でのサイト増幅特性 2)についても図-2 に同時に示す． 

３．特性化震源モデルの構築 

 波形インバージョン結果 3)を参考に試行錯誤の結果，

図-3 に示すような特性化震源モデルを構築した．構築の

際に参考としたのは，神城地区周辺の既存観測点(図-1

参照)で得られた本震記録であり，図-4 に示すように観

測地震動を概ね良好に再現することが可能である． 

４．神城地区における強震動の推定 

 経験的サイト増幅・位相特性を考慮した強震動評価手

法 4)に基づき，神城地区内の 4 集落での地震動を推定し 
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図-1 本震時における観測地震動の分布と神城地区 

た結果を図-5 に示す．ここに，水平動の分散効果を表す

PRTITN は，K-NET 白馬での実績値(0.85[N-S]および 0.53 

[E-W])を 4 集落に転用した．図-5 と図-4 を比較すると，

堀之内・田頭・三日市場の集落では，周辺の観測地震動

と比較して，大きな速度振幅を示し継続時間も長くなっ

ている．また，無被災集落(飯田集落)に対して被災集落

(堀之内・田頭・三日市場)では，大きな地震動を示して

おり，被災調査の結果 1)と矛盾していないことがわかる． 

５．まとめ 

 本稿では，2014 年長野県神城断層地震における神城地

区での地震動を評価した．今後は，同地区における常時 
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図-2 サイト増幅特性(地震基盤～地表)の比較 

Distance along strike (km)

D
is

ta
n

ce
 a

lo
n

g
 d

ip
 (

km
)

Asperity-1

Asperity-2
Asperity-3

Peak slip velocity (km/s)

N22°E

 
図-3 構築した特性化震源モデル(文献3)に加筆) 
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微動計測結果を併用することで被災・無被災集落が混在

している地区内での強震動を高密度に推定していきたい． 
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図-4 構築した特性化震源モデルの適用性確認（速度波形：0.2～2Hz）［速度軸スケール：45cm/s］ 
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図-5 神城地区の各集落における本震時の推定地震動（速度波形：0.2～2Hz）［速度軸スケール：90cm/s］ 
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